
（代）

12月末現在  （前月比） 12月中の異動
（－８人）
（－９人）
（－17人）
（－１世帯）

６，７５２人
７，３８１人
１４，１３３人
４，７５４世帯

１８人
２１人
８人
２２人

（隆治・実穂）

（朋紀・由佳）

（晃・美也子）

（直也・眞里）

（英起・仁美）

（和大・美佳）

（厚志・愛美）

（博昭・名津美）

（ 晃・奈 央 ）

（宏樹・千恵美）

（勇人・沙世）

（雄介・佑企子）

（春生・秀子）

（大地・由美子）

（紀久・真子）

（美直・亜美）

（男）

（男）

（女）

（女）

（女）

（女）

（女）

（女）

（男）

（女）

（女）

（男）

（女）

（女）

（女）

（女）

東本庄

芝　崎

高　野

埴　田

晩　稲

　芝

島之瀬

山　内

新　町

東吉田

下大橋

山　内

山　内

下大橋

山　内

東本庄

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

24

25

28

28

30

１

１

３

３

７

７

９

17

18

19

23

11

11

11

11

11

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

い つ き

　あお　

　りん　

り お

ひ な た

あ や か

し ぇ ら

み お

ゆうせい

み ゆ

こ と ね

ゆ う ま

ち か

ゆ い

ち あ

ゆ き な

久　保　樹　生

﨑　山　　碧

冨　山　　凛

石　橋　梨　央

岩　﨑　陽　夕

佐　藤　彩　佳

田　中　心絵空

井　上　実　音

笹　𠩤　悠　聖

種　治　美　友

棒　引　琴　音

熊　代　侑　真

田　中　千　佳

赤　松　由　衣

赤　木　千　愛

赤　坂　幸　菜

（９０）
（７７）
（７２）
（６３）
（８５）
（９８）
（８４）
（８７）
（９２）
（９１）
（８２）
（８３）
（７９）
（８８）
（７８）
（９１）
（９９）
（９３）
（９４）

埴　田
東神野川
埴　田
東吉田
芝　崎
埴　田
西本庄
高　野
軽井川
東本庄
山　内
　芝
名之内
新　庄
芝　崎
熊瀬川
気佐藤
熊　岡
気佐藤

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

２
２
５
５
９
１０
１１
１２
１２
１３
１３
１４
１４
１４
１７
２１
２１
２３
２６

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

（ 武 敏 ）
（トシ子）
（千賀子）
（ 輝 夫 ）
（清水一彌）
（ 栄 一 ）
（ 随 彰 ）
（ 育 男 ）
（ トメ ）
（ 秀 樹 ）
（ 茂 雄 ）
（紀志子）
（ 豊 ）
（那須一美）
（杉本優子）
（ 晃 久 ）
（ 高 史 ）
（ 儀 一 ）
（ 成 夫 ）

生　駒　年　枝
鎌　倉　　實
青　葉　輝　尚
田　中　きよ子
竹　中　正　一
橋　川　嘉壽重
橋　本　随　暢
瀧　川　フジヱ
石　倉　佐　平
赤　坂　ヒサノ
山ノ内　スガヱ
栗　林　　勇
竹　本　比　文
竹　中　カメ子
宮　﨑　忠　幸
西　田　チクヱ
裏　川　久　枝
岡　﨑　キヌ子
松　原　二三與

（前月比＋4）

（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比＋1）
（前月比＋1）

（62.9％）

（87．6％）
（81．8%）
（94．6%）
（83．1%）
（86．0%）
（59．7%）
（82．2%）
（56．6%）

1,196／約1,900

113／129
148／181
35／037
216／260
111／129
46／077
217／264
206／364
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な
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月
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平
成
24
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月
１
日
発
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第
89
号
）

『
町
民
の
安
全
を
願
っ
て
　
志
新
た
に
』

『
町
民
の
安
全
を
願
っ
て
　
志
新
た
に
』

　１月15日（日）、日高川町で、第48回日高地方駅伝競走大会
（９区間21キロ）が開催され、７チームが参加し、みなべ町が
準優勝しました。大会は、小学生６人と一般３人により構成さ
れ、みなべチームは、１時間13分42秒で準優勝しました。（優
勝は１時間11分30秒の御坊市）
　選手は、次の皆さんです。　
<第１区>清水梨穂～<第２区>森本敦貴～<第３区>（成人）
林優～<第４区>下野はるか～<第５区>爰川朔哉～<第６区> 
（成人）片山清範～<第７区>中村彩夏～<第８区>西川斗真
～<第９区>（成人）芦硲智弘　　　　　　　　<敬称略>

タスキでつないだみんなの力！
日高地方駅伝競走大会で準優勝

みなべチームの皆さん

　昨年12月24日（土）、第12回スポーツクライミング競技会
が、ふれ愛センターで行われ、小学生から一般まで29人が、３
部門に分かれて記録に挑戦しました。それぞれの部門の入賞
者は、次の通りです。
●小学生低学年の部 ①矢田海都②山川真佐美③片山将希

２０１５年和歌山国体をめざして
スポーツクライミング競技会

各部門１位入賞者

●小学生高学年の部
①勇惣愛実②森祐奈
③上野達郎
●中学生・一般の部
①清水博之②西山恵未
③桂南美　　<敬称略>



3 2

夢と希望をもって、益々のご活躍をお祈りします

成人おめでとうございます！

　

１
月
４
日
（
水
）、
２
０
１
２

年
み
な
べ
町
成
人
式
が
、
紀
州

南
部
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
、
平
成
３

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

男
性
１
０
５
人
、
女
性
85
人 

計

１
９
０
人
で
す
。（
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
の
ほ

か
、
町
内
の
中
学
校
を
卒
業
後

転
出
し
た
方
、
印
南
町
・
橋
ヶ

谷
の
方
な
ど
も
含
み
ま
す
。）

　

そ
の
う
ち
、
成
人
式
に
出
席

さ
れ
た
の
は
、
男
性
79
人
、
女

性
78
人 

計
１
５
７
人
で
、
今
年

も
式
典
と
集
い
の
形
式
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
小
谷
町
長
が
新

成
人
の
皆
さ
ん
へ
、「
こ
れ
か
ら

必
ず
や
っ
て
く
る
災
害
に
対
し

て
、
日
頃
か
ら
心
の
準
備
を
。

そ
し
て
、
い
ざ
災
害
が
起
こ
っ

た
時
、
ま
ず
は
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
。
そ
し
て
、
今
ま
で

は
周
り
の
皆
さ
ん
に
守
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
大

人
と
し
て
、
ま
た
、
今
ま
で
の

恩
返
し
と
し
て
、
周
り
の
皆
さ

ん
を
守
っ
て
行
っ
て
欲
し
い
。」

と
お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
川
猛
議

会
議
長
、
小
谷
眞
千
子
教
育
委

員
長
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
お
祝

い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
そ
れ
に

応
え
て
、
成
人
式
実
行
委
員
長

の
林
優
さ
ん
が
、「
私
た
ち
は
、

美
し
い
故
郷
み
な
べ
町
を
守
り
、

常
に
自
分
を
見
失
う
こ
と
な
く
、

若
者
ら
し
く
夢
と
希
望
を
抱
き
、

責
任
あ
る
行
動
の
と
れ
る
大
人

と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
新
成
人
の
中
の
有

志
に
よ
る
実
行
委
員
が
、
昨
年

末
か
ら
企
画
を
練
っ
て
き
た
集

い
が
開
催
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に

出
会
っ
た
友
達
や
恩
師
の
先
生

方
を
交
え
て
、
お
し
ゃ
べ
り
や

ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
の

お
名
前
を
紹
介
し
ま
す

　

卒
業
後
な
ど
に
転
出
さ
れ
た

方
は
、
町
内
在
住
時
の
住
所
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

印
南
町
・
橋
ヶ
谷
の
方
は
、

岩
代
小
学
校
～
南
部
中
学
校
へ

通
学
し
ま
し
た
。

【
南
部
地
区
】
青
木
涼
、
板
垣
宗
佑
、

岩
橋
江
里
、
石
本
健
太
、
猪
野
真
希
、

池
田
明
日
美
、
今
井
梓
、
梅
本
洋
幸
、

大
江
佐
季
、
太
田
有
紀
、
大
江
俊
裕
、

尾
﨑
亮
太
、
岡
﨑
慎
弥
、
大
島
修
平
、

片
井
智
久
、
片
井
祐
太
郎
、
堅
田
恒

三
、
甲
斐
慎
也
、
草
分
裕
也
、
楠
本

智
之
、
楠
谷
宏
一
、
熊
代
彩
也
佳
、

小
谷
由
佳
里
、
小
松
由
似
、
小
松
勇

一
、
酒
井
香
奈
、
阪
口
衣
里
、
阪
口

達
也
、
阪
本
雄
平
、
庄
司
竹
志
、
篠

田
三
郷
、
杉
野
樹
、
鈴
木
玲
奈
、
鈴

木
弘
貴
、
玉
置
達
也
、
谷
本
太
郎
、

玉
置
太
貴
、
竹
中
美
一
、
谷
口
皓
介
、

田
中
将
、
玉
井
至
、
髙
田
実
加
子
、

谷
口
陽
香
、
谷
翔
平
、
田
中
亜
季
、

津
村
一
揮
、
寺
島
義
樹
、
寺
本
壮
志
、

土
井
稚
奈
、
中
井
美
紀
、
中
田
香
織
、

中
村
真
子
、
中
村
昌
英
、
中
川
さ
ち
、

中
村
ひ
ろ
み
、
西
原
洋
平
、
萩
野
貴

大
、
畑
﨑
祥
子
、
畑
﨑
恒
星
、
濵
田

紗
帆
、
原
田
奈
津
希
、
藤
川
三
恵
、

深
瀨
結
衣
、
藤
野
京
佑
、
堀
本
朝
美
、

前
田
恵
宗
、
松
田
真
梨
菜
、
松
田
啓

寛
、松
本
莉
奈
、松
本
栞
、松
嵜
担
曉
、

松
本
優
吾
、
三
前
里
佐
子
、
森
下
一

輝
、
森
大
輔
、
山
本
勇
介
、
矢
田
諒
、

山
下
彩
香
、
山
本
将
太
、
山
﨑
光
展
、

山
本
将
伯
、
山
田
千
草
、
山
ノ
内
仁

美
、山
本
彩
代
、渡
口
大
輔
、徐
美
超
、

ヂ
ョ
ン 

シ
ャ
オ
フ
ァ
ン

新成人を代表して謝辞を述べる林実行委員長

新成人の中学校時代の恩師もお祝いに来てくれました
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【
岩
代
地
区
】
井
野
菜
摘
、
大
倉
美
奈

代
、
岡
村
貴
代
、
尾
崎
弘
典
、
坂
口

圭
亮
、
汐
﨑
綾
子
、
杉
本
周
一
、
寺

本
遥
、
寺
柿
由
花
、
中
川
和
重
、
中

井
良
彦
、
深
山
世
理
奈
、
松
川
直
樹
、

三
尾
朝
美
、
三
尾
舞
、
吉
水
貴
章

【
印
南
町
島
田
地
区
】
岡
本
翔

【
上
南
部
地
区
】
赤
坂
朋
哉
、
赤
坂

吉
祥
、
石
川
悟
士
、
池
添
早
紀
子
、

井
上
慎
、
井
口
友
廣
、
植
野
恵
理

奈
、
榎
本
真
美
、
大
野
弥
生
、
大
野

莉
穂
、
大
野
瑛
寛
、
大
野
恵
実
、
桂

友
香
、
勝
本
真
衣
、
川
畑
脩
平
、
川

畑
李
歩
、
亀
山
実
奈
子
、
樫
山
雄
紀
、

亀
山
拓
磨
、
栗
山
恭
介
、
小
谷
弘
和
、

小
谷
凌
平
、
芝
本
裕
斐
、
下
羅
知
恵

美
、
新
谷
幸
平
、
鈴
木
亜
希
、
武
田

直
子
、
竹
本
浩
章
、
谷
尾
吉
祥
、
谷

城
智
哉
、
寺
本
雅
亮
、
留
場
健
、
團

栗
寛
納
、
中
井
貴
章
、
中
嶋
司
、
中

村
絢
菜
、
中
川
有
紗
、
中
島
有
沙
子
、

中
本
涼
太
、
西
山
純
世
、
西
山
弘
晃
、

西
川
オ
リ
エ
、
西
貴
大
、
林
優
、
林

芳
徳
、
番
匠
萌
美
、
日
置
真
啓
、
廣

澤
沙
織
、東
栞
、松
本
美
咲
、溝
端
尉
、

水
﨑
佳
奈
、
水
﨑
優
子
、
宮
﨑
真
帆
、

三
ツ
森
大
貴
、
森
ま
ど
か
、
山
川
智

代
、
山
本
秀
平
、
勇
惣
正
博
、
吉
本

智
博
、
米
澤
康
臣
、
楊
興
麗

【
高
城
地
区
】
畦
地
勇
貴
、
大
畑
佳

祐
、
樫
本
彰
彦
、
川
口
遼
、
木
村
公

美
、
越
本
志
織
、
田
中
し
お
り
、
田

川
奈
々
、
畑
浦
奈
緒
、
平
野
善
之
、

廣
野
友
也
、
山
田
直
紀

【
清
川
地
区
】
池
田
沙
都
希
、
大
野

真
耶
、
勝
股
千
裕
、
北
谷
拓
矢
、
中

瀨
裕
加
利
、
西
野
徳
良
、
原
成
哉
、

平
山
明
奈
、
平
山
美
幸
、
棒
引
隆
次
、

山
下
雄
基
、
山
本
真
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

<

敬
称
略>

新成人を祝って

この後、ゲームなどで
楽しみました。

思いっきり

　楽しくやり
ましょう

集いを企画運営してくれた実行委員の皆さん
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2012成人式に出席した
新成人の皆さん
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１
月
７
日
（
土
）、
消
防
団
員

２
６
０
人
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

員
90
人
が
参
加
し
て
、
平
成
24

年
み
な
べ
町
消
防
団
出
初
め
式

が
、
町
民
広
場
（
気
佐
藤
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
団
旗
入
場
に
続

い
て
、
消
防
団
員
と
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
員
が
、
き
び
き
び
と
し

た
分
列
行
進
で
入
場
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
西
村
弘
次
団
長
（
北

道
）
が
「
町
民
の
皆
さ
ん
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
皆
さ

ん
の
力
が
必
要
で
す
。
団
員
の

皆
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
研
修
や

訓
練
を
行
い
、
消
防
団
活
動
に

力
を
注
い
で
い
た
だ
き
た
い
。」

と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
谷

町
長
も
「
町
民
の
生
命
や
財
産

を
守
る
た
め
、
日
夜
献
身
的
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
か
な
ら
ず

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

新
入
団
員
の
皆
さ
ん

「
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
」

平
成
24
年
み
な
べ
町
消
防
団
出
初
め
式

起
こ
る
と
予
想
さ
れ
る
災
害
に

備
え
、
自
分
の
命
を
守
り
、
又
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
に
、
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
永
年
勤
続
者
の
表

彰
、
退
職
さ
れ
た
消
防
団
員
へ

感
謝
状
の
贈
呈
や
新
入
団
員
の

紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
は
、
西
本
庄
、
須

賀
橋
付
近
の
河
川
敷
に
移
動
し
、

全
分
団
に
よ
る
放
水
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。（
表
紙
写
真
）

■
平
成
23
年
度
表
彰

●
県
消
防
協
会
日
高
郡
支
部
長

表
彰
（
10
年
勤
続
表
彰
）

▼
第
２
分
団
＝
中
村
真
一
（
芝
）、

第
５
分
団
＝
小
山
達
也
（
筋
）、

第
６
分
団
＝
久
保
雄
紀
（
東
本

庄
）、
安
井
宏
彰
（
東
本
庄
）、

第
７
分
団
＝
鐵
川
明
（
滝
）、
前

田
真
一
（
熊
瀬
川
）、
第
８
分
団

＝
久
保
真
司
（
清
川
）

●
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
（
20

年
勤
続
表
彰
）

▼
第
５
分
団
＝
松
下
哲
也
（
谷

口
）、
第
６
分
団
＝
東
川
精
弘

（
西
本
庄
）、
中
本
太
（
西
本
庄
）、

第
８
分
団
＝
西
村
達
也
（
清
川
）、

箱
木
英
樹
（
清
川
）

■
平
成
23
年
中
の
退
団
者
へ
の

感
謝
状
（
役
職
な
ど
は
退
団
時
）

西村団長

新入団員紹介

●
県
消
防
協
会
総
裁
感
謝
状
・

み
な
べ
町
長
感
謝
状

▼
副
団
長
＝
小
田
善
一
（
清
川
）、

故 

寺
本
征
一
（
筋
）、
第
７
分

団
分
団
長
＝
故 

平
野
達
也
（
広

野
）、
第
１
分
団
副
分
団
長
＝
萩

野
幸
一
（
埴
田
）、
第
１
分
団
第

１
班
長
＝
濵
路
隆
（
堺
）、
第
４

分
団
第
１
班
長
＝
石
橋
護
（
東

岩
代
）、
第
７
分
団
第
３
班
長
＝

龍
神
賢
吾
（
市
井
川
）、
第
１
分

団
＝
松
本
圭
司
（
埴
田
）、
第
２

分
団
＝
渡
口
豊
（
片
町
）、
第
３

分
団
＝
中
西
晃
司
（
山
内
）、
第

４
分
団
＝
寺
本
博
和
（
西
岩
代
）、

第
７
分
団
＝
鎌
倉
和
芳
（
東
神

野
川
）

　

■
平
成
22
年
度
消
防
功
労
者

表
彰
受
章
者
披
露

●
県
知
事
表
彰
（
永
年
勤
続
功

労
章
）

▼
第
１
分
団
＝
嶋
田
雄
平
（
芝

崎
）、
安
部
大
輔
（
埴
田
）、
中

川
隆
士
（
埴
田
）、平
野
学
（
堺
）、

第
３
分
団
＝
玉
井
大
亮
（
山
内
）、

第
４
分
団
＝
丸
川
洋
一
（
東
岩

代
）、
寺
本
和
貴
（
西
岩
代
）、

第
５
分
団
＝
吹
石
伸
也
（
晩
稲
）、

第
７
分
団
＝
永
井
治
（
市
井
川
）、

柏
木
研
哉
（
東
神
野
川
）、
平
野

智
也
（
広
野
）、
第
８
分
団
＝
小

田
修
（
清
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　

<

敬
称
略>

●
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
30

年
勤
続
章
）

▼
第
２
分
団
分
団
長
＝
森
本
幸

次
（
芝
）

●
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
（
40

年
勤
続
章
）

▼
副
団
長
＝
故 

寺
本
征
一
（
筋
）
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全国一斉！
法務局休日相談所を

開設

全国一斉！
法務局休日相談所を

開設
●日時　２月12日（日）
　午前10時～午後４時

●場所　オークワパビリオン
シティ田辺　Ａ館２階

●相談内容　多重債務等法律
相談、登記、人権相談等

●電話相談　090-8983-3760
又は090-3039-9010（当日限
り）

＊予約申込及び詳しいお問い
合わせは、和歌山地方法務局
田辺支局（22-0698）まで

　

１
月
４
日
（
水
）、
交
通
指
導

員
約
60
名
が
須
賀
神
社
（
西
本

庄
）
で
交
通
安
全
祈
願
を
行
い
、

１
年
間
の
交
通
安
全
を
祈
り
ま

し
た
。

　

本
殿
で
神
事
を
執
り
行
っ
た

あ
と
、遠
山
誠
之
介
会
長
（
南
道
）

が
「
今
年
も
１
年
間
、
事
故
の

な
い
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
田
辺
警
察
署
の

島
本
交
通
課
長
を
講
師
に
招
い

て
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
田
辺
警
察
署
管
内

　

町
は
入
札
や
契
約
手
続
き
の

透
明
性
を
図
る
た
め
、
第
三
者

機
関
と
し
て
入
札
状
況
審
査
委

員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
次
の
５
人
の
方
を
新
た
な

委
員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

栗
山
光
夫
（
東
吉
田
）、
田
口

義
男
（
北
道
）、◎
中
本
純
次
（
東

岩
代
）、廣
田
賀
津
子
（
東
吉
田
）、

二
葉
美
智
子
（
東
本
庄
）〔
敬
称

略
〕　

◎
は
委
員
長

　

委
員
会
の
設
置
は
、
町
民
の

方
の
公
平
な
目
で
審
査
し
て
も

今
年
１
年
の
無
事
故
を
祈
願

入
札
状
況
審
査
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

で
起
こ
っ
た
交
通
事
故
の
現
況

な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

ら
う
こ
と
に
よ
り
、
町
が
行
う

公
共
工
事
の
入
札
と
契
約
手
続

き
の
透
明
性
を
よ
り
一
層
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
、
町
の
発
注
し
た

全
工
事
の
入
札
や
契
約
手
続
き

の
状
況
な
ど
の
報
告
を
受
け
、

そ
の
中
か
ら
抽
出
し
た
工
事
に

つ
い
て
審
議
や
、
今
後
改
善
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

事
項
等
に
つ
い
て
、
町
長
に
意

見
を
述
べ
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
28
日
、
第
１
回

審
査
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平

成
23
年
度
上
半
期
の
発
注
状
況

や
下
半
期
発
注
予
定
に
つ
い
て
、

町
か
ら
報
告
を
受
け
、
委
員
会

が
抽
出
し
た
次
の
案
件
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。

■
委
員
と
の
質
疑
（
抜
粋
）

南
部
中
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工

事
に
つ
い
て

問　

東
南
海
南
海
地
震
の
心
配

は
な
い
で
す
か
。

答　

耐
震
の
診
断
基
準
は
阪
神

淡
路
大
震
災
の
数
値
を
基
準
と

し
て
い
ま
す
の
で
心
配
あ
り
ま

せ
ん
。

問　

予
定
価
格
（
町
が
契
約
の

上
限
と
す
る
金
額
）
を
事
後
公

表
（
入
札
後
に
公
表
）
に
す
る

と
し
た
ら
ど
ん
な
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
し
た
か
。

答　

予
定
価
格
以
上
の
入
札
額

に
な
ら
な
い
か
ど
う
か
。

■
意
見
交
換
会
よ
り

問　

同
額
入
札
で
く
じ
に
な
っ

た
場
合
く
じ
を
辞
退
す
る
こ
と

は
で
き
る
の
で
す
か
。

答　

制
度
上
く
じ
の
辞
退
は
で

き
ま
せ
ん
。

（
入
札
状
況
審
査
委
員
会
の
議
事

概
要
に
つ
い
て
は
、
検
査
室
で

公
表
し
て
い
ま
す
。）

平成 24年２月１日現在で　　
　経済センサス‐活動調査を実施します

この調査は ｢経済の国勢調査｣ です。
会社やお店など全国すべての企業 ･事業所が対象です。

◇調査結果は、各種行政施策をはじめ、地域の産業振興や商店街の活性
化などの地域行政のための基礎資料として活用されます。

◇経済センサスは、統計法に基づいた報告義務のある基幹統計調査です。

経済センサスキャラクター

総務省・経済産業省・和歌山県・みなべ町

◇調査員が２月１日から調査票の回収のため対象事業
所にお伺いしますので、記入漏れや誤りがないか
確認した上で、調査員にお渡し下さい。

◇調査票に記入していただいた内容については、統計
法に基づき秘密厳守され統計作成の目的以外（税
の資料など）に使用することは絶対にありません。
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平
成
23
年
第
４
回
定
例
町
議

会
が
、平
成
23
年
12
月
13
日
（
火
）

か
ら
21
日
（
水
）
ま
で
開
会
さ

れ
ま
し
た
（
会
期
は
９
日
間
）。

こ
の
定
例
会
で
は
、
各
会
計
補

正
予
算
な
ど
議
案
14
件
（
追
加

１
件
）
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審

議
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

■
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
町
税
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。
改
正
の
主
な
内
容

は
、
寄
附
金
税
制
の
拡
充
、
租

税
罰
則
の
見
直
し
、
税
負
担
軽

減
措
置
等
の
見
直
し
で
す
。

■
へ
き
地
保
育
所
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

ひ
か
り
保
育
所
（
東
岩
代
）

の
指
定
管
理
者
と
し
て
、「
宗
教

法
人 

光
明
寺
」
を
引
き
続
き
指

定
す
る
も
の
で
す
。

■
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

ゆ
う
ゆ
う
館
（
埴
田
）
の
指

平
成
23
年
第
４
回
定
例
町
議
会

町
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
を
可
決

項 目 補 正 額 主 な 内 容

総 務 費 ４９５万４千円 町有光ケーブル災害復旧工事
請負費318万2千円ほか

民 生 費 ４３１０万円 障がい者自立支援給付費
2884万円ほか

農林水産業費 １９２３万円 うめ21研究センター修繕料
494万6千円ほか

土 木 費 ７５万７千円 公共下水道事業特別会計繰
出金75万7千円

教 育 費 ５２３７万３千円 給食センターの土地購入費
4694万円ほか

災 害 復 旧 費 ２億７０万４千円 高城小学校土地災害復旧工
事費1億8300万円ほか

歳 出 合 計 ３億２１１１万８千円

平成２３年度一般会計補正予算（第４号）　歳出補正額と主な内容

◎
議
案

定
管
理
者
と
し
て
、「
社
会
福
祉

法
人 

み
な
べ
町
社
会
福
祉
協
議

会
」
を
引
き
続
き
指
定
す
る
も

の
で
す
。

■
紀
州
備
長
炭
振
興
館
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

紀
州
備
長
炭
振
興
館
（
清
川
）

の
指
定
管
理
者
と
し
て
、「
み
な

べ
川
森
林
組
合
」
を
引
き
続
き

指
定
す
る
も
の
で
す
。

■
鶴
の
湯
温
泉
休
養
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

鶴
の
湯
温
泉
休
養
施
設
（
熊

瀬
川
）
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、

「
有
限
会
社 

辻
本
」
を
引
き
続
き

指
定
す
る
も
の
で
す
。

＊
４
議
案
と
も
、
指
定
期
間
は

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

で
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
２
１

１
１
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
90
億

４
０
９
５
万
９
千
円
と
す
る
こ

と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
１
億

３
６
０
７
万
円
、
町
債
１
億
１

１
２
０
万
円
、
繰
越
金
４
６
８

７
万
３
千
円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
は
、
下
表
の
通
り
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
３
４
６

万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
20
億
２
１

２
１
万
５
千
円
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
２
４

９
７
万
８
千
円
、
県
支
出
金
４

４
０
万
７
千
円
、
繰
入
金
21
万

３
千
円
、
繰
越
金
４
３
８
６
万

８
千
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
一
般
被
保
険
者
療

養
給
付
費
な
ど
保
険
給
付
費
７

３
４
６
万
６
千
円
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
１
２
万

７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
４
７
５

２
万
２
千
円
と
す
る
こ
と
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
療
養
給
付
費
繰
入

金
３
１
２
万
７
千
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
療
養
給
付
費
負
担

金
３
１
２
万
７
千
円
で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
３
６
３

万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
12
億
９
１

２
１
万
８
千
円
と
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
１
３
２

８
万
５
千
円
、
支
払
基
金
交
付

金
２
１
０
６
万
７
千
円
、
繰
入

金
７
７
９
万
７
千
円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
は
、
認
定
調
査
賃
金
１

２
４
万
９
千
円
、
居
宅
介
護
サ

ー
ビ
ス
給
付
費
等
保
険
給
付
費

５
２
３
８
万
５
千
円
で
す
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
７
５
万

１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
９
６
３

９
万
７
千
円
と
す
る
こ
と
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
繰
入
金
２
０
０
万

１
千
円
、
県
支
出
金
１
７
５
万
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円
で
す
。

　

歳
出
は
、
消
費
税
25
万
１
千

円
、
西
本
庄
地
区
管
路
災
害
関

連
施
設
復
旧
工
事
費
３
５
０
万

円
で
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
４
８
０
３
万

７
千
円
と
す
る
こ
と
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
繰
入
金
75
万
７
千

円
、
繰
越
金
24
万
３
千
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
職
員
手
当
１
０
０

万
円
の
増
と
、
水
道
管
の
移
設

箇
所
の
増
加
に
伴
い
補
償
費
を

増
額
し
、
工
事
請
負
費
を
減
額

す
る
な
ど
の
組
替
補
正
を
行
う

も
の
で
す
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
０
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
３
０
万
１

千
円
と
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
繰
越
金
６
０
０
万

円
、
国
庫
支
出
金
１
０
０
万
円

で
す
。

　

歳
出
は
、
修
繕
料
５
０
０
万

円
、
台
風
被
害
に
伴
う
水
道
管

復
旧
工
事
費
２
０
０
万
円
で
す
。

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　

資
本
的
収
入
７
０
０
万
円
を

増
額
し
、
収
入
合
計
７
７
４
３

万
７
千
円
に
、
資
本
的
支
出
は

７
３
５
万
円
増
額
し
、
支
出
合

計
２
億
７
９
６
４
万
６
千
円
と

す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
入
は
、
東
吉
田
地
区
公
共

下
水
道
工
事
に
伴
う
水
道
管
工

事
負
担
金
で
、
支
出
は
、
同
工

事
請
負
費
で
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
堺
地
区
汚

水
管
渠
布
設
工
事
（
そ
の
３
）

及
び
公
共
下
水
道
事
業
堺
地
区

汚
水
管
渠
布
設
工
事
（
単
独
そ

の
３
）
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　

同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名
競

争
入
札
の
結
果
、
株
式
会
社　

淺
川
組
（
和
歌
山
市
）
と
公
共

下
水
道
事
業
堺
地
区
汚
水
管
渠

布
設
工
事
（
そ
の
３
）
は
６
２

４
３
万
９
３
０
０
円
、
公
共
下

水
道
事
業
堺
地
区
汚
水
管
渠
布

設
工
事
（
単
独
そ
の
３
）
は
５

４
６
万
９
４
５
０
万
円
で
、
そ

れ
ぞ
れ
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
べ
町
行
政
改
革
第
１
次

実
施
計
画
は
、
平
成
19
年
度
か

ら
平
成
23
年
度
の
５
ヶ
年
間
の

期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

22
年
度
に
実
施
で
き
た
具
体
的

な
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
事
務
事
業
の
見
直
し
で
は

　

平
成
22
年
度
は
平
成
18
年
度

決
算
に
比
較
し
て
約
３
５
０
０

万
円
の
節
減
が
図
ら
れ
て
お
り
、

目
標
数
値
１
６
０
０
万
円
を
大

幅
に
超
え
た
削
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
物
品
購
入
の
見
直

し
な
ど
消
耗
品
費
の
大
幅
な
節

減
や
郵
便
料
、
電
話
料
の
減
に

よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
コ
ピ
ー

機
器
の
集
約
や
低
価
格
用
紙
の

調
達
な
ど
に
よ
る
節
減
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

■
人
件
費
の
適
正
化
で
は

　

定
員
管
理
計
画
に
よ
る
職
員

数
の
減
少
に
伴
い
人
件
費
も
減

少
し
て
き
て
い
ま
す
。
行
政
改

革
で
は
最
も
削
減
額
が
多
く
、

平
成
18
年
度
に
比
較
し
て
平
成

22
年
度
決
算
で
は
１
億
２
３
９

３
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
公
債
負
担
の
健
全
化
で
は

　

起
債
の
繰
上
償
還
を
計
画
的

に
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
財
政

行
政
改
革
第
１
次
実
施
計
画
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

行政改革第１次実施計画進捗状況（主な数値目標）
　平成２３年度報告（単位：千円）

※上段の網かけ部分は、削減目標数値です。
※下段の数値は、進捗状況の数値（平成18年度決算と当該年度決算の比較）です。

項目数 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 削減額合計

１．事務事業の見直し 19 ▲ 6,500 ▲ 11,940 ▲ 16,135 ▲ 15,995 ▲ 16,670 ▲ 67,240

進捗状況 　–8,365 –4,557 –28,566 –35,662 0 –77,150

２．組織・機構の見直し 3 0 0 0 0 ▲ 6,643 ▲ 6,643

進捗状況 0 0 0 0 0 0

３．定員管理及び給与の適正化の推進 4 6,270 ▲ 9,624 ▲ 23,911 ▲ 32,492 ▲ 107,045 ▲ 166,802

進捗状況 11,407 –36,680 –99,931 –123,937 0 –249,141 

４．人材育成の推進及び人材確保 2 0 0 0 0 0 0

進捗状況 0 0 0 0 0 0

５．行政の情報化と行政サービスの向上 1 0 0 0 0 0 0

進捗状況 0 0 0 0 0 0

６．公共施設の設置及び管理運営 2 0 0 0 0 0 0

進捗状況 0 0 0 0 0 0

７．公債負担の健全化 1 ▲ 10,184 ▲ 6,831 ▲ 9,268 ▲ 8,598 ▲ 5,442 ▲ 40,323

進捗状況 –10,184 –6,831 –9,268 –8,598 0 –34,881 

目標合計 32 ▲ 10,414 ▲ 28,395 ▲ 49,314 ▲ 57,085 ▲ 135,800 ▲ 281,008

進捗状況合計 –7,142 –48,068 –137,765 –168,197 0 –361,172

状
況
に
よ
り
引
き
続
き
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

行
政
改
革
第
１
次
実
施
計
画

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

年
度
も
同
様
に
事
務
経
費
の
節

減
、
人
件
費
の
適
正
化
、
公
債

負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
平
成
22
年
度
と
同
額
程
度

の
節
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、
更
な
る
行
政
改
革
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

行
政
改
革
第
１
次
実
施
計
画

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し

て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
総
務

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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立派な「門松」と「生け花」で、皆さんをお出迎え「アンニョンハセヨ」
　　     日韓ガールスカウトが交流 　毎年、ふれ愛センターを利用

されている方々が、玄関前に手
作りの門松を飾ってくれていま
す。昨年の12月24日に皆さんが
自分たちで集めてきた材料で、
手作りの門松を作り、玄関前に
飾ってくれました。また玄関
ホール内には、森本規矩穂さん
（谷口）が、お正月の生花を活
けて下さり、センターを訪れる
方々は、立派な門松や生け花
に、感心し、喜んでいました。

　「みなべ・おたっしゃ倶楽部」は、クアハウス白
浜を利用して、室内プールでの水中ウォーキングや
筋力トレーニングなど、さまざまなエクササイズを
行い、運動機能の維持・向上を図る事業です。
　１クール目は23名の方が参加され、昨年９月か
ら約３ヶ月間、全12回が行われ、12月16日に最終日
を迎えました。
　参加者からは、「肩こりが良くなった。」「腰痛
が改善された。」「気持ちが若くなれた。」「参加
者同士で楽しく交流出来て楽しかった。」など、喜
びの声が聞かれました。
　１月13日から２クール目がスタートしており、今回
は25名の方が参加されています。

第７回婦人大会「輝かせ  女性の力  広げよう  みなべの輪」
　１月15日、第7回みなべ町婦人大会が、ふれ愛センターで開催されました。
　最初に、主催者の町婦人団体連絡協議会　廣田賀津子会長が、「女性の特性を活かし、家庭
や地域に積極的に関わっていき、一人ではできないことも何人かが結束することで出来ることが

あこがれの先輩たちが応援に来てくれました

介護保険事業
「みなべ・おたっしゃ倶楽部」で、
　　　　　　　　心も体もリフレッシュ！

　日韓ガールスカウト交流事業の一環として、１月４日～11日までの８日間、
ガールスカウト韓国連盟の12人のみなさんが、和歌山県を訪問されました。
　一行は、７日にみなべ町を訪れ、うめ振興館の見学や、町のガールスカウト
の皆さんと一緒に「梅染め」や「餅つき」を行ったり、梅料理研究会の方々が

　１月７日、町民広場で行われているジュニア駅伝チームの練習
に、山梨学院大学４年の中村悠二選手（土井）と同大学２年の棒引
隆次選手（清川）が応援に駆けつけてくれました。
　中村悠二選手は、１月２日・３日に行われた箱根駅伝に昨年に引
き続き出場し、今年は２区（23.2キロ）を力走しました。
　両選手とも、小中学生時代にはジュニア駅伝で活躍しており、後
輩の小・中学生の皆さんに「本番まで体調を整えて、緊張せずに、
のびのびと走ってほしい」と激励の言葉をかけ、一緒にランニングな
どを行いました。

あります。地域や町へ女性の力をどんどん発揮していきましょ
う。」と挨拶されました。その後、来賓祝辞やスローガン確認が

行われ、東本庄の坂本恭
子さんによる「東日本大震
災の支援活動について　
～忘己利他－無償の愛
～」と題した講演などが行
われました。

作られた「梅料理」を試食したりして、交流を深
めました。
　また、連盟の皆さんによる韓国舞踊の披露や
トッポギ料理の実演など、韓国文化なども紹介
してくれました。
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●おれたちの青空（佐川光
晴）●神様 2011（川上弘美）
●大人の流儀（伊集院静）
●はるかなる岸辺（C・フィ
リップス）●「がんばらな
い」を生きる（鎌田實）●や
さしく学ぶ食物アレルギー
（眞鍋穰）●サムライブルー
の料理人（西芳照）

　建築家が身近なエコ生活
のアイデアを紹介します。住ま
いを工夫し、水を上手に利用
し、生活の知恵を生かす。便
利で楽な生活を見直して、小
さなことでも実行し、積み上げ
ていけば、きっと成果が得られ
ると教えてくれます。

●女の子のあそべる折り紙
●どーんちーんかーん（武
田美穂）●靴を売るシンデ
レラ（バウアー）●つくろい
ものやはじめます（水沢い
おり）●ピース・ヴィレッジ
（岩瀬成子）●おばけのトケ
ビはわすれんぼう（李錦玉）
●モナ・リザをぬすんだの
はだれ？（マックエルマリ
ー）●なみ（リー）●バスが
きました（谷川晃一）

●地形探検図鑑（子供の科
学サイエンスブック）●小さ
なバイキング　ビッケ（ルー
ネル・ヨンソン）●大洪水！！
あばれ川とたたかった男（高
村忠範）

　みんなの大好きな、なぞなぞ、だじゃれ、しり
とり、はやくちことばなどを集めました。回文な
どもあります。たのしく遊んだあとは、オリジナ
ルななぞなぞやだじゃれに、チャレンジしてみて
ね。

　世界に誇れる日本のものづくり。最先端技術
をささえる町工場や職人の姿、道具の話など、
ものづくりの面白さやよろこびを伝えてくれる本
を紹介します。

「ものづくり」

「たのしいよ、ことば遊び」

74-3283
72-1410

　だいどころの色んなもの
が、もししゃべったら、どんな
ことをいうのでしょう？ほう
ちょう、おぼん、ふきん、つま
ようじたちの、たのしいお
しゃべり、聞いてください
ね。

最
高
の
省
エ
ネ・エ
コ
住
宅
の

つ
く
り
か
た 

く
ら
し
か
た

　女性の平均寿命は86歳。
結婚してもしなくても、子ど
もや孫がいてもいなくても、
最後はみんなおばあさんに。
おばあさんが無償の愛を提
供してくれる存在ではなく
なった今、求められるおばあ
さん像とは何か、おばあさん
が持つ魅力とは何なのかを
教えてくれます。

酒
井
順
子　
（
幻
冬
社
）

●あやしい探検家北海道物
乞い旅（椎名誠）●かんたん
に作れる、一年中のはおりも
の（月居良子）●モナミは世
界を終わらせる？（はやみね 
かおる）

お
ば
あ
さ
ん
の
魂

　恒例の南部高
校と神島高校の
「ポップ大賞」
入賞作品に、今
年は、それぞれ
の高校図書館便
りもあわせて展
示させていただ
きますので、ぜひ
ご覧ください。

　恒例になった絵手紙
サークル「ピカソグルー
プ」のみなさんが、手作
り紙芝居「フクとモグの
はなし」を熱演してくだ
さいました。

「ポップ大賞展」「ポップ大賞展」

冬休み
おはなし会
冬休み
おはなし会

2月８日（水）
午後３時から

さいとうしのぶ（ＰＨＰ研究所）

お
は
な
し
だ
い
ど
こ
ろ

中山繁信（エクスナレッジ）

●４日（土）わくわくタイム（10：30～）
　おはなし会（14:00～）

カレンダー2

日時　２月８日（水）～２月１９日（日）

昨年の「ポップ大賞展」の様子

●3月3日（土）
　わくわくタイム（10：30～）
　おはなし会（14:00～）

●29日（水）休館（月末整理日）

●27日（月）休館

●25日（土）ビデオ上映会（10：30～）
　おはなし会（14:00～）

●23日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

●20日（月）休館

●18日（土）おはなし会（14:00～）

●13日（月）休館

●11日（土）休館　建国記念の日

●９日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

●８日（水）ポップ大賞展〔～19日〕

●６日（月）休館
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住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め

て
払
う
と
割
引
さ
れ
る
前
納
制

度
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
平
成
23
年
度
で
は
、
１
年
分
前

納
し
た
場
合
17
万
７
０
４
０
円

に
な
り
、
毎
月
々
の
納
付
よ
り

３
２
０
０
円
お
得
で
し
た
。）

　

前
納
制
度
は
、
保
険
料
の
４

分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
を

納
付
す
る
多
段
階
納
付
の
場
合

も
利
用
で
き
ま
す
。（
但
し
、
多

段
階
納
付
の
前
納
は
現
金
納
付

の
み
）

▼
お
得
な
口
座
振
替
早
収
割
引

　

口
座
振
替
の
場
合
、
当
月
分

保
険
料
を
当
月
末
に
振
り
替
え

す
る
口
座
振
替
早
収
割
引
制
度

を
利
用
す
る
と
、
１
か
月
あ
た

り
50
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　

初
め
て
利
用
さ
れ
る
場
合
、

初
回
の
み
前
月
分
と
当
月
分
が

一
緒
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
前
納
と
口
座
振
替
で
Ｗ
お
得

　

前
納
制
度
と
口
座
振
替
早
収

割
引
制
度
を
併
用
す
る
と
、
さ
ら

に
お
得
で
す
。
平
成
23
年
度
で

は
１
年
前
納
の
場
合
、
合
計
３

７
８
０
円
お
得
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
口
座
振

替
で
１
年
前
納
や
４
月
～
９
月

分
の
６
か
月
前
納
を
希
望
さ
れ

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
を
希
望
す
る
方
は

　

２
月
末
ま
で
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

　

町
が
来
年
度
発
注
す
る
建
設

工
事
の
入
札
に
、
参
加
を
希
望

さ
れ
る
町
内
業
者
の
方
は
、
２

年
ご
と
の
定
期
受
付
を
、
ま
た

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
、
物
品
の
製
造
や
販
売
、

買
入
、
役
務
の
提
供
等
に
つ
い

て
、
来
年
度
新
た
に
入
札
参
加

を
希
望
さ
れ
る
町
内
業
者
の
方

の
、
中
間
年
次
の
受
付
（
有
効

期
間
１
年
）
を
行
い
ま
す
。

　

受
付
期
間
は
３
月
１
日
か
ら

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
、
そ
の
車
両
の
所
有
者
登

録
を
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
車
両
の
廃

車
や
譲
渡
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
方
は
、
３
月
中
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

盗
難
な
ど
で
車
両
を
紛
失
し

る
場
合
、
２
月
29
日
（
水
）
ま

で
に
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
年

金
事
務
所
の
い
ず
れ
か
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
※
年
金
手

帳
や
納
付
書
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
と
、
通
帳
・

届
出
印
が
必
要
で
す
。）

　

く
わ
し
く
は
、
田
辺
年
金
事

務
所
（
℡
24
︱
０
４
３
２
）
か

住
民
環
境
課
国
民
年
金
係
へ
。

検
査
室（　
72
━
２
１
４
２
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

入
札
参
加
資
格
審
査
の

申
請
受
付
は
３
月
１
日
か
ら

《
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
》

　

軽
自
動
車
の
廃
車
や

　

名
義
変
更
は
３
月
中
に

３
月
31
日
ま
で
（
土
日
祝
日
を

除
く
）
で
す
。
検
査
室
ま
で
申

請
書
類
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

提
出
書
類
等
に
つ
い
て
は
検

査
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
載
せ

て
い
ま
す
。）

た
場
合
も
、
そ
の
手
続
き
を
し

て
い
な
い
と
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
車
両
の
種
類
と
届
け
出
先

◆
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原
動
機

付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自
動
車

（
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）
→
役
場
税

務
課
へ
。

◆
１
２
５
Ｃ
Ｃ
を
超
え
る
二
輪

車
、
軽
自
動
車
→
田
辺
自
動
車

整
備
協
同
組
合
（
℡
22
︱
４
７

３
２
）
等
へ
。

税
務
課（　
72
━
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL
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受
付
は
２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で

町
県
民
税
の
申
告
・
所
得
税
の
確
定
申
告

所
得
税
・
贈
与
税
の
納
税
も

３
月
15
日
ま
で

●
口
座
振
替
な
ら
４
月
20
日

申
告
を
し
た
い
が
、平
日
は

休
め
な
い
と
い
う
皆
さ
ん
、

３
月
４
日
、日
曜
日
の
申
告

受
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
保
税
の
所
得
申
告
も

４
月
16
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に

２
月
28
・
29
日

　

３
月
１
・
２
日
は

税
務
署
員
に
よ
る
出
張
相
談

　

申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
は
、
２
月
16
日
（
木
）
～

３
月
15
日
（
木
）
ま
で
、
こ
の

広
報
紙
と
一
緒
に
お
届
け
し
た

チ
ラ
シ
の
通
り
、
申
告
の
受
付

を
行
い
ま
す
。

（
還
付
申
告
は
２
月
１
日
（
水
）

か
ら
受
付
し
ま
す
）

　

農
業
・
漁
業
・
商
工
業
・
営

業
な
ど
の
方
、
源
泉
徴
収
を
し

て
い
な
い
事
業
所
に
勤
め
て
い

る
方
、
配
当
所
得
や
不
動
産
所

得
、
一
時
所
得
が
あ
っ
た
な
ど

税
務
課（　
72
━
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

申
告
義
務
の
あ
る
方
は
、
忘
れ

ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
書
は
、
所
得
金
額

や
納
税
額
を
申
告
す
る
重
要
な

書
類
で
す
か
ら
、
自
己
責
任
の

も
と
ご
自
身
で
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　
（
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
れ

ば
、
改
め
て
町
県
民
税
の
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）　

　

な
お
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
申
告
は
、
４
月
２
日
（
月
）

ま
で
で
す
。

　

所
得
税
と
贈
与
税
の
納
税
も
、

３
月
15
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

預
金
口
座
か
ら
の
振
替
納
税
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
と
、
振
替

納
付
日
は
４
月
20
日
（
金
）
に

な
り
ま
す
。

　

消
費
税
の
納
税
は
、
４
月
２

日
（
月
）
ま
で
で
す
。
振
替
納

税
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
、

振
替
納
付
日
は
、４
月
25
日（
水
）

に
な
り
ま
す
。

　

給
与
所
得
者
な
ど
で
、
給
与

所
得
の
ほ
か
に
家
賃
収
入
や
配

当
所
得
な
ど
が
あ
っ
た
、
ま
た
、

医
療
費
、
雑
損
、
住
宅
取
得
借

入
金
な
ど
の
控
除
を
受
け
よ
う

（
還
付
申
告
）
と
す
る
方
も
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
日

に
休
み
が
取
れ
な
い
方
の
た
め

に
、
３
月
４
日
（
日
）
午
前
９

時
～
午
後
３
時
ま
で
、
役
場
３

　

世
帯
主
と
国
民
健
康
保
険（
国

保
）
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

収
入
が
な
く
て
も
所
得
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
世
帯
主
は
、
国
保
加
入
者
で
あ

る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
原
則
と

し
て
国
保
税
の
納
税
義
務
者
と

な
り
ま
す
）

　

申
告
を
し
な
い
と
、
未
申
告

扱
い
と
な
り
、
国
保
税
減
額
の

特
例
（
均
等
割
額
と
平
等
割
額

の
７
割
・
５
割
・
２
割
軽
減
）

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
所
得
が
無
く
て
も

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
４
月

16
日
（
月
）
ま
で
に
税
務
課
窓

口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
申
告

に
は
認
め
印
が
必
要
で
す
）

■
子
ど
も
手
当
や
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方
も
、
収
入

が
な
く
て
も
申
告
が
必
要
で
す
。

　

確
定
申
告
・
申
告
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
御
坊
税
務

署
（
代
表
℡
０
７
３
８
︱
22
︱

０
６
９
５
）か
、役
場
税
務
課
へ
。

　

２
月
28
日
（
火
）・
29
日
（
水
）、

３
月
１
日（
木
）・
２
日（
金
）に
、

御
坊
税
務
署
員
に
よ
る
出
張
相

■寄附金控除の改正
　寄附金控除について、平成 22 年分から

適用下限額が２千円に引き下げられま
した。

■扶養控除の見直し
⑴年少扶養親族（扶養親族のうち年齢 16

歳未満の者）に対する扶養控除が、廃
止されました。これに伴い、扶養控除
の対象となる控除対象扶養親族は、年
齢 16 歳以上の扶養親族とされました。

⑵年齢 16 歳以上 19 歳未満の者に対する
扶養控除については、63 万円→ 38 万円
とされました。

平成23年分所得税の主な改正点

階
会
議
室
で
申
告
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

談
が
、
役

場
３
階
会

議
室
で
行

わ
れ
ま

す
。

　

譲
渡
所

得
（
土
地

な
ど
の
売

買
）、
ま

た
は
消
費

税
の
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
こ

の
出
張
相
談
日
に
来
て
い
た
だ

い
て
も
結
構
で
す
。

　

尚
、
確
定
申
告
書
の
控
に
御

坊
税
務
署
の
受
付
印
が
必
要
な

方
は
、
２
月
28
日
～
３
月
２
日

の
相
談
日
に
税
務
署
員
に
受
付

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。



（上南部分館）

水 道 係
下水道係

役　　場

（役場庁舎隣）
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防
衛
省
自
衛
隊
は
、
平
成
24

年
度
自
衛
官
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

〔
①
応
募
資
格
（
年
齢
は
平
成
25

年
４
月
１
日
現
在
）
②
受
付
期

間
③
試
験
日
〕

●
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般

（
飛
行
を
含
む
）・
技
術
）

①
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

②
４
月
27
日
ま
で
③
１
次
＝
５

月
12
日
（
土
）、５
月
13
日
（
日
）

（
飛
行
要
員
の
み
）

●
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

①
■
歯
科
幹
部
候
補
生　

20
歳

以
上
30
歳
未
満
で
学
校
教
育
法

に
基
づ
く
大
学
に
お
い
て
正
規

の
歯
学
課
程
を
卒
業
し
た
方

（
25
年
３
月
卒
業
見
込
を
含
む
）

■
薬
剤
科
幹
部
候
補
生　

20
歳

以
上
28
歳
未
満
で
学
校
教
育

法
に
基
づ
く
大
学
に
お
い
て
正

規
の
薬
学
課
程
を
卒
業
し
た
方

（
25
年
３
月
卒
業
見
込
を
含
む
）

②
４
月
27
日
ま
で
③
１
次
＝
５

月
12
日
（
土
）

●
医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官　

①
医
師
免
許
又
は
歯
科
医
師
免

許
を
取
得
し
、
条
件
を
満
た
す
方

②
４
月
27
日
ま
で
③
５
月
18
日

（
金
）

●
予
備
自
衛
官
補　

①
■
一
般

公
募　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

方
■
技
能
公
募　

18
歳
以
上
で
　

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ

幹
部
自
衛
官
等
を

　
　
　

募
集
し
ま
す

国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
方

②
４
月
４
日
ま
で
③
４
月
13
日

～
16
日
の
間
、
何
れ
か
１
日

※
募
集
内
容
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
、
平
成
24
年
２
月
12
日

（
日
）、
午
前
10
時
か
ら
午
後
３

時
ま
で
、
南
部
公
民
館
で
開
催

し
ま
す
。

　

願
書
請
求
、
そ
の
他
お
問
い

合
わ
せ
は
、
自
衛
隊
御
坊
地
域

事
務
所
（
℡
０
７
３
８
︱
23
︱

０
０
２
０
）
ま
た
は
役
場
総
務

課
へ
。
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協

力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧

下
さ
い
。

 

（http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/w

akayam
a/

）

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

前
期
受
講
生
募
集

ラ
イ
ト
で
は
、
平
成
24
年
度
前

期
の
大
学
院
科
目
等
履
修
生
と

学
部
開
放
授
業
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

◆
大
学
院
授
業　

各
科
目
定
員

10
名　
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地

域
づ
く
り
」
ほ
か
２
科
目

　

金
曜
日
夜
間
（
18
時
30
分
～

20
時
50
分
）
及
び
土
曜
日
（
10

時
～
16
時
）
に
開
講

◆
学
部
開
放
授
業　

各
科
目
定

員
30
名　
「
災
害
と
復
興
を
考
え

る
」
ほ
か
１
科
目

　

土
曜
日
（
13
時
～
17
時
）
に

開
講

●
受
講
場
所　

県
立
情
報
交
流

セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
・
Ｕ
（
田
辺

市
新
庄
町
）

●
申
込
締
切
日

大
学
院
授
業　

２
月
29
日（
水
）、

学
部
授
業　

３
月
15
日
（
木
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

同
サ
テ

ラ
イ
ト
事
務
室
（
℡
23
︱
３
９

７
７
）
へ
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、http://

w
w

w
.w

akayam
a-u.ac.jp/

nanki-kum
ano

　田辺商工会議所がプロデュースする“幸せの
きっかけ作り”プロジェクト。真剣に結婚を考
える男女に、出会いのきっかけを作り、応援し
ます。バーべキューや食事会など年に数回、登
録会員だけのイベントを企画。居住地域は問い
ません。
　くわしいことは、
　　　　田辺商工会議所（22- ５０６４）まで

幸せな結婚を応援します幸せな結婚を応援します幸せな結婚を応援します
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日　　時：２月 15 日（水）13：30 ～ 15：00
場　　所：ふれ愛センター
対　　象：妊婦または１歳未満のお子さんの保護者
受付期間：２月１日（水）～２月１０日（金）　
　　　※申し込みが必要です（先着 20 名程度）
申込先：こひつじランド
　　　　（愛之園保育園内）（℡72－2371）
持ち物：タオル 1 ～ 2 枚、バスタオル 1 枚

プレママ＆フレッシュママ交流事業

『ベビーマッサージ』

平成２４年度 

ガールスカウト新団員募集中！

ガールスカウトリーダーも募集中

　みなべガールスカウトが、平成２４年度の新入団員を
募集します。

●募集人数　若干名（応募多数の場合は、抽選させてい
ただきます。）
●募集学年　新小学１年生（他の低学年で入団したい方

は、お問い合わせ下さい。）
●応募方法　教育学習課（℡ 74 － 3134）へ電話で申し

込んでください。その際、児童名・学校名・保護者名・
住所・電話番号をお聞きします。
●申込締切　２月２４日（金）（仮申し込みになります）
　＊体験日については、後日お知らせします。

　ガールスカウトに興味のある方、成人の方でリーダー
としてご協力いただける方を募集しています。
　お問い合わせは教育学習課まで。

日時：２月 21 日（火）13：30 ～ 14：30
場所：こひつじランド（埴田、愛之園保育園内）
対象：妊婦または小さなお子さんの保護者
内容：①赤ちゃん人形で抱っこの練習
　　　②知って得する出産前後のサービス紹介等

「マタニティー＆ベビーサロン」

み
な
べ
町
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
　
ス
タ
ッ
フ
＆
愛
称
募
集

　

み
な
べ
観
光
協
会
で
は
、
み

な
べ
町
の
観
光
・
物
産
Ｐ
Ｒ
活

動
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
く

「
み
な
べ
町
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ス
タ
ッ
フ
」
と
Ｐ
Ｒ
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
ぴ
っ
た
り
な
「
愛
称
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
委
嘱
期
間　

平
成
24
年
４
月

１
日
～
平
成
25
年
３
月
31
日（
１

年
間
）

■
資
格　

①
町
内
在
住
、
在
勤

ま
た
は
出
身
で
、
満
18
歳
以
上

の
方
。（
男
女
不
問
等
）

②
当
協
会
が
随
時
指
定
す
る
日

に
、
業
務
に
従
事
し
て
い
た
だ

け
る
方

■
応
募
方
法　

①
提
出
書
類　

履
歴
書　

②
提
出
先
（
郵
便
又

は
持
参
）　

〒
６
４
５
︱
０
０

０
２　

み
な
べ
町
芝
７
４
２
番

地　

み
な
べ
町
役
場
内　

み
な

べ
観
光
協
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
係

■
募
集
期
間　

２
月
24
日
（
金
）

ま
で
（
必
着
）

■
審
査
方
法　

書
類
審
査
及
び

面
接　

■
募
集
期
間　

２
月
24
日
（
金
）

ま
で

■
応
募
資
格
・
方
法　

み
な
べ

町
の
観
光
物
産
振
興
を
応
援
し

て
い
た
だ
け
る
方
な
ら
、
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
左
記

事
項
を
明
記
の
う
え
、
ハ
ガ
キ

等
に
よ
り
郵
送
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

①
郵
便
番
号　

②
住
所　

③
氏

名　

④
年
齢　

⑤
性
別　

⑥
電

話
番
号　

⑦
愛
称
（
１
人
何
点

で
も
応
募
で
き
ま
す
）

■
応
募
先　

〒
６
４
５
︱
０
０

０
２　

み
な
べ
町
芝
７
４
２
番

地
み
な
べ
町
役
場
内　

み
な
べ

観
光
協
会　

愛
称
募
集
係

■
発
表
・
表
彰　

平
成
24
年
３

月
中
に
採
用
者
（
１
名
）
に
通
知

す
る
と
と
も
に
、
当
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
氏
名
及
び
住
所
（
都

道
府
県
の
み
）
の
公
表
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

　

長
い
伝
統
と
日
本
最
大
規
模

を
誇
る
公
募
展
「
第
43
回
日
展
」

が
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

み
な
べ
町
の
作
家
、
田
中
紀

子
さ
ん
（
東
吉
田
）
の
工
芸
美

術
『
潮
騒
』、
田
ノ
岡
大
雄
さ
ん

（
東
吉
田
）
の
書
『
糸
』
の
入
選

作
品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
て
、
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。

●
会
場　

大
阪
市
立
美
術
館（
℡

06
︱
６
７
７
１
︱
４
８
７
４
、

天
王
寺
公
園
内
）

●
会
期　

２
月
18
日
（
土
）
～

３
月
18
日
（
日
）（
月
曜
日
は
休

館
）

●
開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）

　

く
わ
し
く
は
、
大
阪
市
立
美

術
館
へ
。
Ｈ
Ｐ
は
、http://

w
w

w
.osaka-art-m

useum
.

jp

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　

ス
タ
ッ
フ
愛
称

■
面
接
日
及
び
場
所　

３
月
３

日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
か
ら

み
な
べ
町
役
場

２
月
18
日
～
３
月
18
日

  

大
阪
市
立
美
術
館
で
特
別
展

「
第
43
回
日
展
」を
開
催

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
み
な
べ

観
光
協
会
（
℡
７
２
︱
４
９
４

９
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
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２月１日（水）

平成23年9月16日～平成23年10月31日生まれのお子さん

13：00～13：20

麻疹風疹混合ワクチン ２月３日（金）

平成22年12月1日～平成23年1月31日生まれのお子さん

13：00～13：20

三 　 種 　 混 　 合 ２月16日（金）
平成23年2月に初回接種が完了したお子さん

※対象のお子さんには、案内状（予診票同封）を送ります

13：00～13：20

Ｂ　　　Ｃ　　　Ｇ

（平成22年6月・7月生まれ）
２月８日（水）13：00～13：301 歳 6 か月児健診

トレーニング教室　～はあと館（社会福祉センター）～

2月3日（金）・10日（金）・17日（金）・24日（金）
18：00～21：00

　子宮頚がんは、ウイルス感染が原因で、20～30歳代
の若い人に急増しています。子宮頚がんのピークは、30
歳代後半です。早期のがんは症状が出ないので、検診
が必要です。乳がんは、女性ホルモンの影響を受ける
ため、一番多いのは閉経前の40歳代後半です。女性
特有のがんは、早期発見されれば完治の可能性が高
いとされています。
　平成23年５月に、年齢に応じて対象者の方に、子宮
がん・乳がん検診の「無料クーポン券」と「検診手帳」を
送付しました。まだ受診されていない方は、ぜひこの機
会に検診を受けてください。クーポン券の有効期限
は、平成24年3月31日です。

子宮がん検診、乳がん検診の
「無料クーポン券」でもう検診を受けましたか？

子宮がん検診、乳がん検診の
「無料クーポン券」でもう検診を受けましたか？

　昨年、ミニドックやがん検診を受診して「精密検査
が必要」と言われたのに、まだ検査に行っていないと
いう方はいらっしゃいませんか。精密検査を受けない
と、本来の目的である「がんの早期発見」ができませ
ん。早く医療機関へ行って、検査を受けることをおす
すめします。

精密検査が必要と言われたのに
まだ検査にいかれていない方は
早く医療機関で受診してください！

精密検査が必要と言われたのに
まだ検査にいかれていない方は
早く医療機関で受診してください！

　毎週金曜日、午後６時から片町のはあと館（社会福
祉センター）で、トレーニング教室を実施しています。
　トレーニング機器を使っての筋力アップや楽しくおしゃ

トレーニング教室に参加しませんか？

べりしながらの
ウォーキング、午
後８時からは音
楽に合わせて
「健康リズム体操
教室」も行ってい
ます。
　参加費は無料
で、成人の方なら
どなたでも参加
できます。　
みんなで楽しく健
康な体づくりをし
ませんか。

おひさま広場（保育所開放）

３日（金）10：00～11：00（℡ 75-2044）◆高城保育所

３日（金）10：00～11：00（℡ 72-4520）◆南部保育所

15日（水）10：00～11：00（℡ 72-2371）◆愛之園保育園

（雨天中止）

お　休　み（℡ 76-2251）◆清川保育所

愛之園保育園　　お　休　み

2日（金）10：00～11：00高城保・ひなまつり

1日（木）10：00～11：00清川保・外で自由遊び

6日（火）10：00～11：00南部保・親子で遊ぼう

自由遊び

お店やさんごっこ

３月

16日（木）10：00～11：00（℡ 74-3022）◆上南部保育所

２月は節分まつり

３日（金）10：00～11：00（℡ 74-3022）◆上南部保育所

上南部保・外で自由遊び 1・15日（木）10：00～11：00

9：30～12：00／13：30～16：00　役場（芝）で

　　　　　　　　　　　　　　　献血の際、恐れ
入りますが、献血カードまたは本人であることを証明
できるもの（運転免許証など）をご持参ください。

２月１５日（水）
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２月の消費生活相談会
10日（金）13：00～16：00
役場（芝）で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

２月の人権・行政・登記相談
7日（火）13：30～15：30
役場（芝）で
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）
登記相談（和歌山地方法務局
田辺支局員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

２月の県による巡回職業相談
23日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、
また求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局企画産
業課（℡0738 -24 -2946）へ。

２月は

第２土曜日　午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日　午前8：30～午後5：15

世界湿地の日

食育の日

北方領土の日

◆白梅幼、豆まき
◆高城小5年生、喫煙防止教室
◆ＢＣＧ（13：00～・ふれ愛センター）
◆給与所得者などの還付申告
　受付開始（御坊税務署、または
　役場税務課で）

◆清川保、遠足（梅林）
◆「ポップ大賞展」
　（～19日・ゆめよみ館）
◆1歳６か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆清川保、クッキング
◆高城保、新入児入所説明会
◆南部幼年中・年少児、生活発表会
◆清川中1・2年生、授業参観
◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、愛之園保）
◆プレママ＆フレッシュママ交流
　事業「ベビーマッサージ」
　（13：30～・ふれ愛センター）
◆献血（9：30～12：00、13：30～16：00
　役場前）

◆南部幼、新入児体験入園
◆清川小、新入児体験入学

◆白梅幼、お別れ遠足

◆こひつじランド第10回育児
　講座　わらべうたであそぼう
　（9：45～・ふれ愛センター）

◆清川保、新入児体験入園
◆岩代小3年生、クラブ見学
◆清川中、お別れ球技大会

◆南部小、新入児体験入学
◆岩代小、授業参観
◆高城小3年生、クラブ見学

◆岩代小、梅学習

◆高城保、クッキング
◆清川中、お別れ遠足
◆人権・行政・登記相談
　（13：30～・役場）

製品安全点検日

旅券の日

◆岩代小、喫煙防止教室
◆清川中1年生、福祉体験学習

◆高城保、お弁当作り
◆南部小3・6年生、授業参観
◆清川中2年生、福祉体験学習
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・愛之園保）

◆愛之園保、eco孫爺一緒に
　作ろうクッキー
◆南部小4・5年生、授業参観
◆県開設こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～）
◆税務署員による出張相談日
　（～3月2日）

◆白梅幼、新入園児説明会
◆岩代小、なかよし作業所見学
　・節分集会

◆高城保、南部保、遠足（梅林）
◆県開設こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～）

◆上南部保、お店屋さんごっこ
　おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～）
◆高城保、保育参加・マラソン大会
◆南部保、新入園児説明会
◆愛之園保、クッキング
◆町県民税の申告・所得税の
　確定申告受付開始（～3月15日）
◆三種混合
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部保
　マラソン大会・給食参観
◆南部幼、昼食会
◆南部小1・2年生、授業参観
◆上南部小、音楽発表会
◆高城小5年生、餅つき
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、上南部保・清川保）

◆清川小、開校記念行事（137周年）
　なわとび大会・うどん会食
◆南部中、入学説明会
◆南部幼、節分（鬼と遊ぼう）
◆愛之園保・ひかり保・南部保・
　上南部保・高城保・清川保、
　節分（豆まき）
◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、南部・上南部・高城保育所）
◆麻疹風疹混合ワクチン
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部保、園外保育（梅林）
◆愛之園保、懇談会
◆岩代小、なわとび集会
◆清川中、薬物乱用防止教室
◆上南部中1･2年生、社会見学
◆消費生活相談会
　（13：00～・役場）

◆南部小、防犯教室
◆高城中・清川中、入学説明会
◆こひつじランド第11回育児講座
　おやこでホットサンド
　（ふれ愛センター）

◆南部幼、ＪＲ電車体験
◆南部小3年生、クラブ見学
◆こひつじランド第12回育児
　講座　ママヨガ（ふれ愛センター）
◆南部長寿大学
　（地域学習・南部公民館）

◆愛之園保、ひなまつり
◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、高城保）

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

２月の田辺年金事務所年金相談
11日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

各納期　固定資産税（普通徴
収4期）/国民健康保険税（普通
徴収8期）/後期高齢者医療保
険料（普通徴収8期）/介護保険
料（普通徴収8期）/公共下水道
受益者負担金（4期）

建国記念の日

節　分
◆白梅幼、園開放日
◆上南部中2年生
　梅林太鼓（南部梅林）
◆南部梅林、紀州梅林太鼓
　（11：00～・13：00～）
◆岩代大梅林、梅林節分
　みなべ特産市（11：00～）

◆町長・議長杯争奪中学生
　ソフトテニス大会
　（～12・町民コートほか）
◆南部梅林、梅供養（10：00）
　梅料理キャンペーン（展示、
　試食会）・梅茶サービス
　第3回梅酒コレクションイン
　みなべ（無料試飲会）（11：00～）
　もち投げ（14：30）
◆岩代大梅林、もちつき（11：30）
　北道王子太鼓（12：00～）
　梅の種飛ばし大会（13：00～）
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆南部幼年長児、生活発表会
◆上南部保、新入児入所説明会
◆白梅幼、園開放日
◆南部中、岩代梅林コンサート
◆梅の里中学生女子バレー
　ボール大会（上小体育館他）
　（～19日）
◆南部梅林、炭琴演奏会（11：00～）
　梅の種とばし大会（13：00～）
　もち投げ（15：00）
◆岩代大梅林、大梅林まつり
　〔獅子舞・もちつき・よさこい鳴子
　踊り（ひかり保育所）・銭太鼓
　大正琴・コンサート・コスプレデー〕
　（11：00～）

◆ひかり保、保育参観
◆南部郷図工美術作品展
　（～26日・生涯学習センター）
◆梅の里中学生女子バレーボール
　大会（上小体育館他）（～26日）
◆南部梅林、・日本舞踊（南部
　民謡さざみの会）（13：00～）
　お楽しみクイズ大会（13：30～）
　もち投げ（15：00）
◆岩代大梅林、もちつき（11：30～）
　プララとサイコロゲーム
　（11：00～、15：00～）
　炭琴コンサート（12：30～）
　ダブルダッチ体験（14：00～）

◆愛之園保、おやつバイキング

◆高城小、日曜授業参観
◆岩代大梅林、ロボットで遊ぼう
　（11：30～・13：30～）
◆南部梅林、ビンゴゲーム大会
　（13：00～）・もち投げ（14：30）

◆岩代大梅林、大梅林音楽祭
　〔吹奏楽・藪下将人さんLIVE
　（12：00～）〕
◆南部梅林
　第3回梅酒コレクションイン
　みなべ（無料試飲会）（10：00～）
　お茶席（野点）無料（10：30～）
　よさこいおどり〔プラリズム～
　梅舞～（13：00～）〕
　もち投げ（14：30）
◆法務局休日相談日、（10：00～
　オークワパビリオンシティ）

◆岩代大梅林、よさこい梅まつり
　～みんなで咲かそう梅の花～
　（12：00～）
◆南部梅林、北道王子太鼓
　（13：00～）・もち投げ（14：30）
◆第11回市町村対抗ジュニア
　駅伝競走大会（和歌山市）

◆南部梅林、梅の花プレゼント
　（15：00～）
◆岩代大梅林、獅子舞（12：00～）
　もちまき（14：00）

◆休日申告受付日
　（9：00～15：00・役場）

立　春
◆情報セキュリティ月間
◆北方領土返還運動全国強調月間
◆省エネルギー月間
◆「はたちの献血」キャンペーン
◆平成23年分の贈与税の申告（2月1日～3月15日）
◆平成23年分の所得税の確定申告（2月16日～3月15日）
◆海外安全・パスポート管理促進キャンペーン（～3月20日）
◆冬の省エネキャンペーン（～3月31日）
◆模倣品・海賊版撲滅キャンペーン（～3月31日）
◆個人事業者の消費税および地方消費税の確定申告（～4月2日）
◆緑の募金（～5月31日）

各梅林のイベントは、開花
状況や天候によって変更
する場合があります
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　（10：00～、高城保）

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

２月の田辺年金事務所年金相談
11日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

各納期　固定資産税（普通徴
収4期）/国民健康保険税（普通
徴収8期）/後期高齢者医療保
険料（普通徴収8期）/介護保険
料（普通徴収8期）/公共下水道
受益者負担金（4期）

建国記念の日

節　分
◆白梅幼、園開放日
◆上南部中2年生
　梅林太鼓（南部梅林）
◆南部梅林、紀州梅林太鼓
　（11：00～・13：00～）
◆岩代大梅林、梅林節分
　みなべ特産市（11：00～）

◆町長・議長杯争奪中学生
　ソフトテニス大会
　（～12・町民コートほか）
◆南部梅林、梅供養（10：00）
　梅料理キャンペーン（展示、
　試食会）・梅茶サービス
　第3回梅酒コレクションイン
　みなべ（無料試飲会）（11：00～）
　もち投げ（14：30）
◆岩代大梅林、もちつき（11：30）
　北道王子太鼓（12：00～）
　梅の種飛ばし大会（13：00～）
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆南部幼年長児、生活発表会
◆上南部保、新入児入所説明会
◆白梅幼、園開放日
◆南部中、岩代梅林コンサート
◆梅の里中学生女子バレー
　ボール大会（上小体育館他）
　（～19日）
◆南部梅林、炭琴演奏会（11：00～）
　梅の種とばし大会（13：00～）
　もち投げ（15：00）
◆岩代大梅林、大梅林まつり
　〔獅子舞・もちつき・よさこい鳴子
　踊り（ひかり保育所）・銭太鼓
　大正琴・コンサート・コスプレデー〕
　（11：00～）

◆ひかり保、保育参観
◆南部郷図工美術作品展
　（～26日・生涯学習センター）
◆梅の里中学生女子バレーボール
　大会（上小体育館他）（～26日）
◆南部梅林、・日本舞踊（南部
　民謡さざみの会）（13：00～）
　お楽しみクイズ大会（13：30～）
　もち投げ（15：00）
◆岩代大梅林、もちつき（11：30～）
　プララとサイコロゲーム
　（11：00～、15：00～）
　炭琴コンサート（12：30～）
　ダブルダッチ体験（14：00～）

◆愛之園保、おやつバイキング

◆高城小、日曜授業参観
◆岩代大梅林、ロボットで遊ぼう
　（11：30～・13：30～）
◆南部梅林、ビンゴゲーム大会
　（13：00～）・もち投げ（14：30）

◆岩代大梅林、大梅林音楽祭
　〔吹奏楽・藪下将人さんLIVE
　（12：00～）〕
◆南部梅林
　第3回梅酒コレクションイン
　みなべ（無料試飲会）（10：00～）
　お茶席（野点）無料（10：30～）
　よさこいおどり〔プラリズム～
　梅舞～（13：00～）〕
　もち投げ（14：30）
◆法務局休日相談日、（10：00～
　オークワパビリオンシティ）

◆岩代大梅林、よさこい梅まつり
　～みんなで咲かそう梅の花～
　（12：00～）
◆南部梅林、北道王子太鼓
　（13：00～）・もち投げ（14：30）
◆第11回市町村対抗ジュニア
　駅伝競走大会（和歌山市）

◆南部梅林、梅の花プレゼント
　（15：00～）
◆岩代大梅林、獅子舞（12：00～）
　もちまき（14：00）

◆休日申告受付日
　（9：00～15：00・役場）

立　春
◆情報セキュリティ月間
◆北方領土返還運動全国強調月間
◆省エネルギー月間
◆「はたちの献血」キャンペーン
◆平成23年分の贈与税の申告（2月1日～3月15日）
◆平成23年分の所得税の確定申告（2月16日～3月15日）
◆海外安全・パスポート管理促進キャンペーン（～3月20日）
◆冬の省エネキャンペーン（～3月31日）
◆模倣品・海賊版撲滅キャンペーン（～3月31日）
◆個人事業者の消費税および地方消費税の確定申告（～4月2日）
◆緑の募金（～5月31日）

各梅林のイベントは、開花
状況や天候によって変更
する場合があります


